
eト
‘
け
久
局
、
。
ル
第
三
十
四
巻

第
一
号

昭
和
五
十
年
六
月

発
行

唐
代
に
お
け
る
青
海
・

ラ
サ
聞
の
道
程

佐

藤

長

唐
帝
園
の
最
大
の
敵
は
吐
蕃
で
あ
り
、
長
期
に
渡
っ
て
南
園
は
和
卒
と
戦
争
を
通
じ
て
、
種
々
の
形
の
交
渉
を
持
っ
た
。
従
っ
て
南
閣
の
使

節
は
頻
繁
に
長
安
と
ラ
サ
地
方
の
聞
を
往
来
し
た
が
、
そ
の

ル
l
ト
が
何
鹿
を
遁

っ
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
閲
し
て
最
も
有
名
な
の
は
、
八
二
二
年
ラ
サ
近
郊
で
行
わ
れ
た
南
園
の
曾
盟
に
涯
遣
さ
れ
た
劉
元
鼎
の
紀
行
で
あ
る
が
、
そ

- 1 ー

ツ
ェ
ン
ポ
の
牙
帳
近
漫
の
地
名
だ
け
で
、
主
円
海
の
畔
か
ら
牙
帳
ま
で
の
聞
は
、
黄

何
等
の
ル
l
ト
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
唯
一
つ
蔑
さ
れ
た
重
要
な
放
程
は
、
新
唐
書
巻
四

O
地
理

志

・
都
州
都
城
廓
の
僚
に
註
の
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
都
城
(
西
寧
市
)
か
ら
ラ
サ
近
郊
ま
で
の
全
抜
程
を
詳
し
く

記
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
地
名
に
は
難
解
な
も
の
が
多
く
、
一
二
の
例
外
的
な
研
究
を
除
い
て
、
何
人
も
こ
の
ル
l
ト
を
地
園
の
上
に
設
定

①
 

し
た
も
の
は
な
い
。
こ
こ

に
そ
れ
を
試
み
る
の
は
、
首
時
の
ル

l
ト
を
正
確
に
現
代
の
地
園
の
上
に
再
現
し
、

唐

・
チ
ベ
ッ
ト
交
渉
史
或
は
唐

代
の
歴
史
地
理
の
上
に
少
し
く
寄
興
す
る
こ
と
を
念
願
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

れ
も
中
園
文
献
で
は
、
河
州
か
ら
青
海
の
東
南
漫
ま
で
と
、

河
の
源
に
闘
す
る
記
事
以
外
は
空
白
で
、

1 

そ
こ
で
、
こ
こ
に
用
い
る
基
本
的
な
地
園

・
文
献
を
二
三
拳
げ
て
お
き
た
い
。

一
般
に
こ
の
よ
う
な
場
合
用
い
ら
れ
る
地
圃
は
ダ
ス

ω月
三



2 

の
Z
E
B
U
-
m
の
地
固
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
そ
れ
を
一
層
詳
細
に
し
た
ホ
ル
デ
ィ

ァ
チ

ω可
司

F
O
B
S
E
o
E
-
n
r
の
地
園
を
用

L、

一
部
タ
ラ

ッ
プ
ロ

l
ト

Z
2ロユ
n
y
貝
芯
胃

2
r
の
地
闘
を
参
照
す
る
。

文
献
で
特
に
参
考
に
し
た
の
は
、
玉
樹
稿
十
巻
並
に
附
録
一
巻
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
玉
樹
豚
に
閲
す
る
地
方
志
で
あ
る
。
唯
こ
の
書
は

「稿」

で
あ
る
た
め
か
、
序
文
が
全
く
付
い
て
い
ず
、
従
っ
て
そ
の
著
者
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
別
書

①
 

者
、
天
水
の
人
周
希
武
と
見
て
ま
ち
が
し
な
い
。

玉
樹
豚
調
査
記
一
巻
の
著

そ
の
附
録
は

周
氏
が
一
九
一
四
年
十
月
八
日
に
、

玉
樹
豚
事
情
調
査
の
た
め
、

泉
蘭
鯨

に
ジ
ェ
ク
ン
ド

τ
r
z
ロ仏
O
〈

ωご
四
晶
Z
B
号

に
至

っ
た
放
行
記
で
あ
り
、

(
闘
州
〉
を
出
設
し
て
、

連
源
鯨
を
通
り
、
ジ
ャ
リ
ン
ノ

i
ル

F
Zロ
∞
ロ
O
円
〈

ωご
同
町
立
回
ロ

3
2
の
近
傍
を
経
て
、
同
年
十
一
月
二
十
六
日

恐
ら
く
そ
の
と
き
の
調
査
に
よ

っ
て
こ
の
勝
志
が
書
か
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
旗
行
記
の
内
容
は
豊
富
で
、
特
に
地
名
と
里
程
を
詳
し
く
記
し
て
お
り
、
参
照
す
べ
き
記
述
が
少
く
な
い
。

買
は
こ
の
書
に

記
さ
れ
た
旗
程
は
、
少
く
と
も
ム
ル
イ
ウ
ス
河
冨
ロ

2
-
5ロ
ま
で
は
、
唐
代
の
そ
れ
と
殆
ど
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
書
の
参
照
に
よ

っ
て、

に
こ
の
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
な
お
ム
ル
イ
ウ
ス
よ
り
西
へ
の
ル

l
ト
は
、
他
に
参
照
す
べ
き
も
の
が
な
く
、
地
園
だ
け
に
頼
っ

て
ル

- 2 ー

唐
代
の
チ
ベ

ッ
ト
ル

l
ト
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
従
来
何
人
に
よ

っ
て
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
特

ー
ト
を
辿
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

又
チ
ベ
ッ

ト
文
献
で
は
、
第
三
代
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
の
惇
記
の

一
部
宙
唱
の
)
を
利
用
し
た
。
第
三
代
パ
ン
チ
L

ン
は
乾
隆
帝
の
古
稀
の
覗

賀
式
に
参
列
す
る
た
め

一
七
八
O
年
七
月
に
北
京
に
到
着
し
た
が
、

タ
シ
ル
ン
ポ
回
一
向
『
白

m
U
F
E
H
ち

を
出
援
し
て
か
ら
の
道
程
が
、
彼

の
俸
記
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
穫
に
お
い
て
嘗
時
の
官
遁
に
沿
う
も
の
で
あ
る
が
、
時
に
唐
代
の
ル
l
ト
と
重
な
る
も
の
が
あ

り
、
頗
る
参
考
に
な
る
。

さ
て
新
唐
書
地
理
志
の
放
程
は
、
騨
に
よ
っ
て
文
章
が
匡
切
ら
れ
て
レ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
番
銑
を
附
し
て
引
用
す
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜

@
 

上
、
都
州
・
石
畳
城
聞
は
別
稿
に
譲
り
、
石
優
一
城
一
・
ラ
サ
近
郊
聞
を
取
扱
い
た
い
。
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'" 
¥、J

有
定
戎
城
、
又
南
隔
澗
七
里
有
天
威
軍
、
軍
故
石
畳
城
、
開
元
十
七
年
置
、
初
日
振
武
軍
、
二
十
九
年
波
吐
蕃
、
天
質
八
載
克
之
更

名
、
又
西
二
十
里
至
赤
嶺
、

其
西
吐
蕃
、
有
開
元
中
分
界
碑
。

@
 

周
氏
は
東
科
寺
〈

2
g
m
7
2
t
oロ
習
の
南
三
十
五
里
の
地
に
あ
る
恰
技
庫
固
城
八
O
白
円
白

7
2
z一
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
言
う

(玉

樹
稿
二
六
七
頁
)
。

結
水
の
東
西
二
源
か
ら
の
小
河
が
〔
恰
位
庫
闘
爾
〕
城
の
北
で
合
し
、
城
は
そ
の
西
南
山
麓
に
あ
り
、
形
勢
は
頗
る
険
で
あ
る
。
西
は
日
月

山
ま
で
二
十
里
あ
り
、
蒙
古
族
、

チ
ベ
ッ

ト
族
が
入

っ
て
く
る
大
道
を
抑
え
て
い
る

:
:
・
・城
の
東
南
の
丘
の
上
に
古
い
城
塞
の
遺
跡、が

あ
り
、

川
を
隔
て
て
東
北
の
山
城
に
も
ま
た
古
い
時
代
の
軍
馬
養
育
所
が
あ
る
。
附
近
の
崇
淑
に
は
科
鱒
蓋
が
あ
る
。

周
氏
は
こ
の
二
つ
の
遺
跡
に
つ
い
て
、
通
鑑
開
元
十
七
年
、

信
安
王
緯
の
石
畳
城
占
領
の
僚
の
胡
注
を
参
照
し
、
南
東
の
丘
の
上
の
も
の
を
石

壁
城
と
見
、
北
東
の
山
の
上
の
科
癖
蓋
を
定
戎
城
の
跡
と
見
て
レ
る
(
玉
樹
稿
二
六
七
頁
〉
。

胡
注
は
定
戎
城
、
石
畳
城
に

つ
い
て
は
、
(
こ
の

HNrob
2
一
(
稜
城
祉
)
で
、
科
癖

r
‘。日出
口
は

冨
r
y
同
門
的
宮
ひ
印
(
棄
て
ら
れ
た
城
)

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
周
氏
が
こ
れ
を
定
戎
城
の
跡
と

- 4一

文
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
周
氏
の
石
畳
城
の
位
置
比
定
は
動
か
な
い
も
の
と
見
て
よ
い
。
ま
た
崇
淑

nya
ロ
ロ
ぬ
手
口
は

し
た
の
は
(
玉
樹
稿
二
六
八
頁
)
、
ま
ず
問
題
な
い
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

周
氏
は
更
に
、
こ
の
地
よ
り
西
方
自
月
山
ま
で
は
約
二
十
里
で
あ
る
が
、
山
は
皆
赤
色
で
、

」
れ
が
ま
さ
に
赤
嶺
で
あ
ろ
う
と
言
う
(
前
掲

書
)
。
そ
し
て
山
頂
よ
り
以
東
は
農
耕
社
舎
で

羊
の
群
が
見
え
る、

故
に
唐
蕃
の
境
界
碑
は
今
は
な
い
け
れ
ど

村
の
並
木
道
が
績
い
て
絶
え
ず
、

こ
こ
が
漢
蕃
の
境
界
を
な
す
こ
と
の
衆
源
は
久
し
い
も
の
が

あ
る
と
言
う

山
の
以
西
は
遊
牧
社
舎
で
、
荒
野
が
贋
く
績
き
、
時
に
牛

(
玉
樹
稿
二
七
O
頁〉。

こ
れ
に
よ
っ
て
赤
嶺
と
は
日
月
山
の
或
る
嶺
を
指
す
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

因
に
赤
嶺
に
境
界
碑
が
建
て
ら
れ
た
年
次

は
、
開
元
二
十

一
年

(七
三
三
)
、
或
は
同
二
十
二
年
(
七
三
四
)
で
あ
る
(
古
代
史
上
四
六
六
頁
〉
。

@
 

自
振
武
鰹
尉
遅
川

・
苦
抜
海

・
王
孝
傑
米
柵
、
九
十
里
至
莫
離
騨
。

そ
の
南
東
の
阿
什
漢
城
に
至
っ

て
い
る

(玉
樹
稿
二
七
O
頁〉。

そ
の
側
を
流
れ
る
阿

(
一

一
〉

周
氏
は
赤
嶺
を
下
っ
て
南
西
行
し
、
里
山域
子
を
経
て
、



什
漢
水
を
土
地
の
人
は
倒
消
河
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
河
の
上
流
に
嘗
り
、
東
流
し
て
お
り
、
山
中
で
一
回
轄
し
て
更
に
下
流
が
西

へ
向
い
ル

l
ト
の
上
に
再
び
現
れ
て
く
る
か
ら
倒
浦
河
と
言
う
の
だ
と
言
う
(
前
掲
書〉。

尉
遅
川
の
尉
遅
百
三
門
口
は
恐
ら
く
こ

の
阿
什
漢
と

同
源
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

周
氏
は
阿
什
漢
城
か
ら
二
十
里
で
、
今
度
は
西
方
に
流
れ
る
倒
禍
河
の
下
流
に
出
、
察
空
域
〈
(υ

弐
3
0
0
g
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
の
河

山
芹
が
水
草
豊
か
で
牛
糞
が
多
い
の
で
、
こ
こ
に
キ
ャ
ン
プ
し
て
一
夜
を
過
し
て
い
る
。
こ
こ
が
苦
抜
海
で
、
苦
放
同
ロ
o
q君
主
は

r
o
σ
a
p
(ロ
)

@
 

(
岸
透
)
を
寓
し
て
お
り
、
海
は
卒
野
を
表
し
た
言
葉
で
あ
る
。

周
氏
は
更
に
進
ん
で
一

O
里
絵
で
瓦
爾
衰
山
に
到
着
す
る
が
、
こ
れ
が
ダ
ス
、

ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
に
あ
る
バ
レ
ク
ン
峠
回
ーと
m
w
zロ
司
白
印
印
で

あ
ろ
う
。
語
頭
の
瓦
当
白
は
宮
音
の
ア
ム
ド
方
言
的
震
音
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
問
題
は
な
い
。

莫
離
騨
は
こ
の
附
近
に
あ
っ
た
は
ず
で
、

莫
離
主
垣
内
ロ
は
切
丘
四
を
骨
局
し
た
言
葉
に
違
い
な
い
。

れ
に
バ
レ
ク
ン
峠
ま
で

一
O
数
里
で
あ
る
か
ら
合
計
八

O
除
里
で
、
本
文
の
振
武
軍
石
畳
城
か
ら
莫
離
騨
ま
で
の
距
離
九

O
里
は
こ
こ
に
完
全

周
氏
の
道
程
を
計
算
す
る
と
、

カ
ラ
コ
ト
ル
か
ら
チ
ャ
ガ
ン
城
ま
で
七

O
里
、
そ

-5-

に
一
致
す
る
。

唯
、
王
孝
傑
木
柵
の
所
在
は
明
か
に
で
き
な
い
。
楊
鹿
沼
は
、

「
木
柵
は
尉
遅
川
の
西
に
あ
る
」
と
言
う
が

(西
寧
志
谷
七
、
六
丁
裏
)
、

恐
ら

く
は
本
文
に
よ
っ
て
、
そ
う
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

(
一
ニ
〉

又
経
公
主
併
堂

・
大
非
川
、
二
百
八
十
里
至
那
録
韓
、
吐
海
界
也
。

公
主
併
堂
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
松
田
氏
は
こ
れ
を
、

「
蓋
し
吐
谷
海
に
降
嫁
し
た
公
主
の
造
営
に
係
は
る
併
寺
の
意
で
あ
ら
う
」
と
し

吐
谷
清
伴
の
首
都
で
あ
っ

た
伏
侠
城
附
近
に
あ
っ
た
と
認
め
、
そ
の
城
を
青
海
の
西
岸
に
近
か
っ

た
と
さ
れ
る
が
(
遺
使
考
上
六
六
頁
可

吐
谷
海

に

降

嫁

し

た

公

主

に

の

み

関

係

づ

け

ら

れ

る

か

ど

う

か

は

疑

わ

し

い

。

「

大

非

川

の

東

に

あ

る

」

(
西
寧
志
相
官
七
、
七
了
表
)
、
や
は
り
本
文
に
よ
っ
て
漠
然
と
そ
う
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
大
非
川
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

柵
の
西
に
あ
り
、
吐
谷
揮
の
圏
境
に
臨
ん
で
い
る
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
前
掲
書
各
四
、
一
六
丁
一畏)。

楊
氏
は
こ
の
傍
堂
を
、

と
言
っ
て

い
る
が

「
王
孝
傑
木

5 
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問
題
な
の
は
大
非
川
で
、
唐
代
前
期
に
は
、
唐
・
吐
蕃
の
戟
は
屡
々
と
こ
で
行
わ
れ
た
。

シ

ャ

ヴ

ァ

ン

ヌ

何
L
OE
曲円円

-
n
r白〈
白ロロ
m
m
は、

通
鑑
輯
臨
見
(
出
世
五
二
、

一
八
丁
表
)
に
大
非
川
に
つ
い
て
の
註
に
、
「
大
非
川
は
青
海
の
西
に
あ
っ
て
、
今
の
布
略
川
切
口
官
(
三
ロ
)
可
oo-
で
あ

①

③

 

る
」
と
あ
る
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
張
穆
も
通
鑑
斡
覧
に
擦
っ
た
の
か
、
や
は
り
こ
れ
を
ブ
ハ
川
に
比
定
し
て
い
る
。
通
鑑
揖
覚
、
張
穆
共
に

雨
唐
書
吐
蕃
俸
の
開
元
十
五
年
正
月
の
僚
に
、

「
王
君
臭
が
青
海
の
西
の
大
非
川
の
近
傍
で
悉
諾
羅
八

ω円
高
∞
m
E
の
軍
を
破
っ
た
」
と
言
う

し
か
し
嘗
時
の
「
青
海
の
西
」
と
言
う
の
は
、
我
々
の
考
え
る
西
方
で
は
な

記
事
に
よ
っ
て
、
大
非
川
を
ブ
ハ
川
と
認
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

く
て
、
青
海
が
、
東
南
に
入
江
の
ご
と
く
出
て
い
る
突
端
か
ら
西
、
す
な
わ
ち
湖
の
南
西
岸
を
言
っ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
、
さ
れ
ば
こ
そ
通

鑑
考
異
は
十
遁
固
に
よ
っ
て
、
「
大
非
川
は
青
海
の
南
に
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
通
鑑
倉
一
九
四
、

虚
に
あ
る
か
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
貫
は
極
め
て
普
通
の
史
料
か
ら
こ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
る
。

一
O
丁
襲
、
胡
注
〉
。
大
非
川
が
何

す
な
わ
ち
嘉
慶
重
修
大
清
一
統
志
(
谷

五
四
六
、
三
丁
一
泉
)
に
、
盟
池
の
説
明
と
し
て
、

盟
池
は
車
円
海
の
西
南
に
あ
り
、
周
園
は
一

O
O絵
里
、
青
盟
を
産
す
る
。
西
桂
庫
特
児
山
の
莫
和
爾
布
柱
克
地
の
挿
漢
烏
蘇
河
が
西
か
ら

- 6ー

流
れ
て
束
、
集
っ
て
こ
の
湖
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
巴
爾
虎
河
・
柴
集
河
を
合
せ
て
、
名
づ
け
て
盟
河
と
言
い
、
東
南
に
流
れ
て
功
額
池

に
入
る
。

と
い
う
。
内
府
輿
園
九
排
西
二
を
参
照
す
る
と
、

盟
池
は
有
名
な
ダ
ブ
ス
ノ

i
ル

。
釦
ゲ
ロ
明
白
ロ
弐
ロ
円

で
あ
る
が
、
莫
和
爾
布
技
克
は
ブ
ハ
川

の
南
岸
の
墨
和
爾
布
並
克
八
云

Z
5
Z
E可
で
あ
ろ
う
。
そ
の
所
在
地
の
西
桂
庫
特
見
山
は
、
そ
の
川
の
北
方
に
あ
る
庫
徳
里
阿
林
(
内
府
輿

国
九
排
西
二
)
或
は
科
得
里
山

(
新
興
園
)
で
、

阿ハ
O

同
三
回
可
Z
F
で
あ
ろ
う
。
挿
漢
烏
蘇
河
は
わ
呉
同
ロ
ロ
凹
ロ

で、

大
抵
の
地
固
に
は
今
ル
ブ

ラ
ッ
ク
か
ら
出
る
小
河
が
明
か
に
ダ
ブ
ス
ノ
l
ル
に
注
レ
で
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
そ
れ
で
、
そ
の
河
口
に
匝
恰
烏
蘇
、
又
は
茶
占
ト
が
あ
る
。

こ

の
湖
の
東
港
か
ら
河
が
流
れ
出
、
巴
爾
虎
河
八
切
白
Z
C
3
0
-、
柴
集
河
〈
(
リ
ミ
一
世
可
。
。
-
を
合
せ
て
東
流
し
て
功
額
池
〈
の

gm白
(
〈
阿
ハ
ロ
ロ

仏
関
与
)
ロ
曲
百
円

に
入
る
。
そ
れ
が
盟
河
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ダ
ブ
ス
河

口
同
ゲ
ロ
∞
巳
可
oo-
の
意
語
か
ら
来
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

と
す
れ
ば
大
非
仏

t
s毛
色
は
音
の
上
で
ロ
白
σ
5
c
と
完
全
に
一
致
す
る
。
ダ
ス
、
ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
で
は
図
。
吉
司
ロ
ロ

M
N
2
2、
中
園
地
園



で
は
恵
渠
と
あ
る
の
が
こ
の
河
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
聯
し
た
山
名
と
し
て
、
南
唐
書
吐
蕃
俸
に
は
、
大
非
山
・
大
非
嶺
な
ど
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
も
こ
の
川
の
近
漫
に
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
胡
氏
は
「
都
城
豚
(
西
寧
市
〉
か
ら
西
行
三

O
O飴
里
で
大
非
川
に
至
る
」
と
言
う
が
〈
遁
鑑
省
二
O
て
一
八
丁
裏
)
、
周
氏

の
道
程
で
、
西
寧
か
ら
チ
ヤ
ブ
チ
ヤ
ル
ロ
与
円
山
可
と
ま
で
三
五

O
里
あ
り
、
そ
の
先
に
ダ
ブ
ス
河
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
胡
氏
の
言
う
三

O
O齢
里
は
略
々
ま
ち
が
い
な
い
も
の
と
見
て
よ
い
。

き
て
引
績
い
て
那
録
騨
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
周
氏
の
言
う
切
土
ロ
河
脳
で
あ
ろ
う
。
同
氏
は
こ
れ
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
圃
に
記
載
さ
れ
る
和
屯

布
控
克
八
O
o
Zロ

Z}具
に
比
定
し
、
水
草
牛
糞
が
皆
適
度
に
存
在
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
〈
玉
樹
稿
二
九
一
頁
)
。
こ
こ
は
そ
の
名
か
ら
考

え
て
、
嘗
然
湖
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
那
録

B
-
1岳
は

E
百
円
を
寓
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
瓦
爾
衰
山
よ
り
計
算
す
れ
ば
二
六

O
里

齢
と
な
り
、
本
文
の
二
八

O
里

に

一

致

宇

る

。

大

河

域

水

の

流

域

に

出

る

が

(

玉

樹

稿

二

九

一
頁
)
、
本

周
氏
は
こ
れ
か
ら
険
峻
な
山
を
越
え
、

= 7 ー

文
で
は
那
録
騨
が
吐
海
の
園
境
で
あ
る
と
言
う
か
ら
、
こ
の
山
あ
た
り
ま
で
が
吐
谷
津
の
領
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
よ
り
七

O
里
行

く
と
班
稗
玉
池
が
あ
り
(
玉
樹
稿
二
九
二
頁
)
、

二
九
六
頁
〉
、
距
離
が
一
致
し
な
く
な
る
の
で
、
切
士
口
河
脳
を
那
録
騨
と
見
な
し
て
お
く
。

又
経
暖
泉
・
烈
諜
海
、
四
百
四
十
呈
渡
黄
河
。

ま
た
四

O
里
で
札
楼
並
溝
〈
切
〕
B
E
E
n
r
g
が
あ
っ
て
絶
好
の
野
営
地
で
あ
る
が

(
玉
樹
稿

(

四

)

周
氏
は
札
楼
位
山
か
ら
九

O
里
で
欽
科
著
馬
に
至
る
が
、
こ
こ
に
は
温
泉
が
若
干
あ
り
、
水
が
盛
に
湧
い
て
川
と
な
っ
て
流
れ
て
い
る
と
言

う
(
玉
樹
稿
三
O
O頁
)
。
欽
科
著
馬
岳
ニ
ロ
}
へ
O
印

Z
B田
は
、
語
せ
ば
「
泉
が
多
い
」
の
意
と
言
う
か
ら
(
前
掲
書
)
、
の
「
ロ

g
m
o
司

r
u
E一閃

③
 

ヨ
同
で
あ
ろ
う
o
n
y
c
g
m
o
の
音
は
ア
ム
ド
方
言
で
は

m官
官
で
あ
り
、
同
】
「
〕
言

の
音
は
、

同
方
言
で
宮

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
暖
泉
は
-

明
か
に
こ
の
わ
ゲ
ロ

g
m
o
匂

r】
E
m
自
由
の
地
で
あ
る
。

7 

烈
諜
海
は
、
楊
氏
の
述
べ
る
西
寧
・
ラ
サ
聞
の
道
程
で
、
黄
河
よ
り
七

O
里
手
前
の
所
に
あ
る
阿
隆
阿
他
位
八
。
B
認
可

O
Eえ
(
西
寧
志

省
二
て
二
二
了
裏
)
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
プ
そ
の
説
明
に
、
「
繋
草
が
あ
る
」
と
言
っ
て
-い
る
か
ら
、
そ
れ
は
多
分
、
興
奮
剤
の

一
種
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と
し
て
用
い
ら
れ
る
リ
モ

恒

Z
F
B
o
m
を
指
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

烈
謀

-Frshwr
は
こ

の
語
に
完
全
に

一
致
す
る
。

周
氏
の
黄
河
に
到
達
し
た
地
黙
は
、
オ
リ
ン
ノ
l
ル

O
己
ロ
関
口
O
円〈

ω宮
門
主
回
ロ
白
『
己
円
よ
り
二

O
O里
ほ
ど
東
方
に
離
れ
た
所
と
言
う
が

(
玉
樹
稿
一
一二
三
頁
)
、
や
は
り
本
文
の
黄
河
渡
渉
貼
も
そ
の
あ
た
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
そ
れ
よ
り
西
方
の
河
源
と
言
わ
れ
る
オ
ド
ン
タ

ラ
。
門
吉
ロ

S
F
を
通
る
道
も
あ
る
が
、
本
文
で
そ
れ
に
何
等
崩
れ
て
い
な
い
の
は
、

や
は
り
こ
の
道
が
ジ
ャ
リ
ン
ノ

i
ル
の
東
方
を
逼
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ホ
ト
ン
プ
ラ
ク
か
ら
黄
河
ま
で
は
、
周
氏
の
計
算
で
は
四
五

O
里
で
あ
り
、
本
文
の
四
四

O
里
と
大
韓
に
お
い
て

一
致

す
る
。

(

五

)

又
四
百
七
十
里
至
衆
龍
騨
、
又
渡
西
月
河
、
二
百
一
十
里
至
多
蒲
圏
西
界
。

周
氏
は
黄
河
か
ら
西
南
に
向
い
、
パ
ヤ
ン
カ

ラ
山
田
ミ

g
宮

E
旦
口
一
回
を
越
し
て
、
三
四

O
里
の
、
氷
沙
族
(
ユ
ンシ

エ
ブ
ゥ

JRE
岡
田
宮

E
)

水
)
の
音
詳
と
考
え
ら
れ
る
。

の
所
に
狙
泉
が
あ
る
こ
と
を
言

っ
て
い
る
が
(
玉
樹
稿
三
三
二
頁
て

こ
れ
が
衆
龍
騨
で
あ
ろ
う
。
衆
龍
三
百
ロ
m
z
d
q
g
m
は

(U
Y
Z

骨
O
ロ
(暖

ユ
ン
シ

エ
ブ
ゥ
族
は
、
西
方
は
薩
搭
桂
吉
山
を
隔
て
て
娘
礎
族
会
ャ
ム
ツ
才

zt豆
島
O
)

と
接
し
て
い
る

(玉

- 8 ー

樹
稿
三
一三
頁
)
。

薩
絡
位
吉
山

S
E
E
n
E
は

ω同
仏

E
門
司
同
印
刊
で
、
そ
の
山
の
西
側
に
あ
る
の
が
セ
カ
ル
寺

ω
F
2
m
O
B宮

⑪
 

イ
ツ
チ
)
〈
の
お
円
詐
日
仏
m
oロ
宮
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
こ
の
セ
カ
ル
寺
の
側
を
流
れ
る
チ
エ
チ

ι
n
E叩
与
ロ
(
ホ
ル
デ
ィ

ッ
チ
)
が
サ
カ
ル

(ホル、
テ

チ
品

ω同
砕
い
曲
円
円
「ロ

で
西
月
河
で
あ
ろ
う
。
西
月
色
冊
目
ロ
ぬ
コ
5
は

ω白
丘
向
日
の
音
羽一梓に
相
違
な
い
。

従
っ
て
今
ま
で
南
西
行
し
た
ル
!

ト
は
、
衆
龍
騨
か
ら
正
西
に
向
う
こ
と
と
な
る
。
恐
ら
く
こ
の
ニ
ヤ

ム
ツ
ォ
族
の
い
る
所
、
が
多
調
閣
の
西
の
境
界
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
周
氏
は
ユ
ン
シ
ェ
ブ
ゥ
族
の
所
か
ら
南
下
し
て
ジ
ェ
ク
ン
ド
に
至
る
の
で
、
我
々
は
こ
こ
で
同
氏
と
別
れ
て
西
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。
多
粥
と
言
う
種
族
は
、
吐
蕃
か
ら
は
難
磨
と
呼
ば
れ
て

い
た
と
言
う
が
、

難

磨

忌
ロ
ゲ
〆
は

Z
白H
H
M

宮

で
あ
ろ
う
o

z
F
7
2
宮
古
仏
関
与
∞
Z
P
F
に
は
、
吐
蕃
に
必
需
品
を
供
給
す
る
四
人
の
王
の
名
を
翠
げ
て

レ
る
が
、
そ
れ
は、

ケ

l
ベ
1

ガ
ト
ン

Z
白
H
H
M

聞記

-
仏
巾
片
山
山
可
釦
-



∞釦-句。

ロ
同
m
u『釦
-

-n同
∞
帥
門
的
可
白
- (
金
属
の
王〉

ω
Z
B
官

(
銭
の
王
)

Y
向。ロ

同

丹

印

何

吋

mu『
白
-

(
祭
器
の
王
)

⑪
 
で
、
何
れ
も
吐
蕃
に
服
属
し
た
種
族
で
あ
り
、

z
g戸聞記
も
例
外
で
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
れ
こ
そ
難
磨
に
首
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

唯
そ
の
王

が

E
巾
同盟国日

と
呼
ば
れ
る
理
由
は
明
か
で
な
い
。

E
四
の
意
味
は
難
解
で
あ
る
が
、
ト
ゥ
ッ
チ
氏
。
2
8
3
m
叶
c
nnF

は
こ
れ
を

@
 

品」

2
5
5
m
E
と
考
え
る
の
が
適
嘗
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
い
た
い
。

多
調
は

ム
ル
イ
ウ

ス
の
流
域
に
住
し
、
沙
金
を
多
く
産
し

「
装
飾

(
新
唐
書
簡
域
停
二
)
、
そ
の
故
に
こ
の
河
は
中
闘
で
は
金
沙
江
(
揚
子
江
上
流
)
と
呼
ば
れ
る
程
で
あ
る
。
こ
の
沙
金
が
装
飾
品
或
は
そ
の
材
料
と

し
て
吐
蕃
に
貢
さ
れ
て
い
た
が
故
に
、
そ
の
王
は
「
装
飾
品
の
王
」
と
稽
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

六

)

又
経
脳
陣
牛
河、

度
藤
橋、

百
里
至
列
韓
、
文
経
食
堂
吐
蕃
村

・
裁
支
橋
、
雨
石
南
北
相
雷
、
又
経
裁
支
川、

四
百
四
十
里
至
婆
騨
。

- 9 ー

葎
牛
河
は
リ
チ
ュ

司
σ
H
F
n
r
c
で、

ム
ル
イ
ウ
ス
ま
た
は
現
代
地
園
の
デ
ィ

チ
品

り
F
n
y
c
で
あ
っ
て
問
題
は
な
い
。
藤
橋
は
そ
こ
に
架

け
て
あ
る
緩
類
で
作
っ
た
橋
で
あ
ろ
う
。
列
騨
は
明
か
で
な
い
が
、

⑬
 

わ
れ
る
。

リ
チ
ュ
の
近
く
で
あ
る
か
ら
、

列

-F
と

は

司

σユ
を
寓
し
た
も
の
と
思

食
堂
は
ダ
ス
・
ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
に
ロ
」
O
E

チ
E
m
と
あ
る
所
で
あ
り
、

⑭
 

め

o
F
E一
と
一
致
す
る
と
し
て
い
る
が
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

ス
タ
ン
氏
河
o-同

ω
Z
E
は、

チ
ベ
ッ

ト
文
献
に
出
る

N
O

吾
包

第
三
代
パ
ン
チ
ェ
ン
の
道
程
で
は

玉
樹
地
方
。
・
〕E
2
-
通
過
の
と
き、

表
敬
訪
問
し
た
信
に
、
ジ

ヨ
ダ
ン
寺

】o
m
包

g
企
o
ロ
官

の
ラ

マ
が
あ
り
(
∞
屯
P
司
・8
3、
こ
れ
も
食
堂

仏
、企む}内

門
立
ロ
∞

に
一
致
す
る

の
で
、
同
一
地
黙
と
考
え
ら
れ
る
。
周
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

玉
樹
族
の
地
に
あ
る
黄
帽
の
寺
院
と
し
て
、
二
八
O
人
の
ラ
マ
を
擁
す
る
費
譲

寺

n
Y
5
0
]
g
m
gロ
と
言
う
の
が
あ
り
(
玉
樹
稿

二

七
頁
)
、

こ
れ
が
そ
の
地
に
あ
る
寺
院
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
わ
ざ
わ
ざ
吐
蕃
村
と
断
つ

て
あ
る
の
は
、
こ
こ
が
ル
l
ト
の
上
で
初
め
て
の
吐
蕃
人
の
村
落
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
リ
チ
ュ
ま
で
は
多
調
族
の
地
で
、

9 

」こ
に
至
っ
て
初
め
て
吐
蕃
人
の
境
域
に
入
る
の
で
あ
る
。
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裁
支
橋
は
裁
支
河
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
り
、
裁
支
内
同
N
R
百
件
、
b
F

閣
は
ゼ
チ
ユ

ロ
児
島
ロ
(
ホ
ル
デ
ィ

ッ
チ
〉
を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ル
ー
ト
は
ジ
ヨ
ダ
ン
か
ら
南
南
西
に
向
い
、
ゼ
チ
占
の
上
流
を
横
切
る
の
で
あ
る
。

ゼ
チ
ュ
は
玉
樹
稿
の
地
園
で
は
子
曲
定
位
岳
民
と
出
て

く
る
も
の
で
あ
る
。

「
雨
石
南
北
相
嘗
」
と
は
、
雨
岸
に
大
岩
が
あ
り
、
相
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
婆
騨
に
つ
い
て
は
、

次
項
で
説
明
す
る
。

(

七

)

乃
度
大
月
河
羅
橋
、
経
連
池
・
魚
池
、
五
百
三
十
里
至
悉
諾
羅
罪
。

大
月
河
は
ダ
ス
に
の
2
m
z
河
Z
2
と
出
て
く
る
も
の
で
、

ホ
ル
J

ア
ィ
ッ
チ
の
ザ
チ
品

河内凶目白

nrz
を
指
し
て
い
る
。

」
の
河
は
、

'-

の

迭
で
は
最
も
大
き
い
河
な
の
で
、
大
と
言
う
形
容
詞
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
玉
樹
稿
の
地
固
に
よ
れ
ば
、
河
は
格
吉
族
の
住
牧
地
を
逼

っ
て
お
り
、

格
士
ロ

w
o
n
E
は
ザ
ム
リ
ン
ギ
ェ
シ
ェ

恒
門
町
田
同
国
関
口
同
凶
認
可
曲
師
ゲ
宮
内
同

に
出
て
く
る
ゲ
ル

ツ
エ

ロm川
町
三
回
巾

と
考
え
ら
れ
る
か

ら
(
ロ
「
の
ω・司
-HS)、
の
日
関
口
は
ロ
m
m
z
g
が
正
確
な
績
字
で
あ
り
、
設
音
は

m
R
E
m
-
m
Z印
刊
で
、

月
ロ
ぬ

1
3
は
こ
の
音
を
膚
局
し
た

-11ー

も
の
で
あ
ろ
う
。
羅
橋
は
藤
を
網
の
よ
う
に
結
ん
で
作
っ
た
吊
橋
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
ザ
チ
ュ
の
南
側
に
は
、
瓦
里
蛙
と
呼
ば
れ
る
小
山
服
、
が
横
わ
っ
て
い
る
(
玉
樹
稿
地
園
)
。
瓦
里
並
は
恐
ら
く
∞
E
m
g
で、

ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
の
切
回

g
r
F
で
あ
り
、
宮
、
が
唱
曲
に
饗
化
す
る
の
は
、
ア
ム
ド
方
言
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
騨
名
の
婆

-Emw

は
こ
の

回
目
-m
の
別
音

ゲ
副

と
は
関
係
な
く
羅
橋
す
な
わ
ち
篠
橋

ω
E
E
B
の

ω
Z
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
至
婆
騨
、
乃
度
大
月
河
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
、
そ
れ
は
ダ
ス

・
ホ

ル
デ
ィ
ッ
チ
の
タ

こ
の
騨
が
ザ
チ
品

の
す
ぐ
東
側
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
文
に
、

シ
ゴ
ン
パ

ロ
g
-
m
O
B唱
曲
〈
切

WEAU-凹
門
ぽ
oロ
匂
白

の
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
道
は
ザ
チ
品
の
南
岸
を
西
方
に
辿
り
、
種
池
・
魚
池
を
逼
る
が
、
こ
れ
ら
の
池
の
チ
ベ
ッ
ト
名
は
分
ら
な
い
。

た
だ
ダ
ス

に
は
ド

ン
プ
ラ
ロ

E
E
F
の
南
遇
、
ザ
チ
ュ
の
北
側
に
一
つ
の
小
湖
が
見
え
、
札
生
吉
片
山
湖
各
国
朋
広
口
m
n
z
e
r
r
z
(新
輿
園
)
が
そ
れ
だ
と
す

る
と
、
己
可
曲
目

E
E
-
-
E百
円
(
魚
類
湖
〉
と
考
え
ら
れ
る
。
内
府
輿
園
十
排
西
三
に
礼
新
斉
爾
合
里
口
z
z
z
n
E
m
H
r
凹
志
ご
と
あ
る
の

@
 

は
】

F
E
Eロ
』
主
的
E
∞
で
、
「
魚
類
(
湖
〉
の
あ
る
草
地
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

11 
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悉
諾
羅
携
は
頗
る
難
解
で
あ
る
が
、
多
分
ド
ン
ブ

ラ
の
西
方
に
あ
る
ド

ロ
ン
ダ
ク
ル

ロ

o-g牛
島
日

(ダ
ス
・
ホ
ル
デ
ィッ

チ
)
と
考
え
ら
れ

る
。
悉
諾
羅

臼
-
2
与
が
r
-
u
は
唐
代
文
献
に
人
名
と
し
て
屡
々
現
れ
、

ω
g
m
∞∞

E
が
嘗
て
ら
れ
る
が
、

れ
る。

E
7
2
は
ま
さ
に
、
こ
の
え
括
的
m
E
又
は
え
白
m
g
の
蒙
古
語
的
靴
音
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は

ω円
高
宮
と
も
考
え
ら

海
(
西
笠
T

士心
径
二

一
)
、
又
は
土
乎
魯
托
洛
海
(
術
菰
闘
識
各
下
・
新
興
園
)
と
あ
る
も
の
で
、

清
代
の
道
程
で
は
こ
の
地
貼
は
托
伏
六
托
洛

タ
ク
ル
ト
ロ
ガ
イ
コ
，
品
目

Z
F『色
、が
多
分
、
正

し
い
形
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
ト
ロ

γ
と
は
何
か
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
、清
代
の
衣
の
騨
の
ド
ロ
ン
パ

l
ト
ル

ロ
o
F
Eロ
Z
E
E円

と
混
同
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
貼
は
、
内
府
興
園

・
新
興
固
な
ど
で
は
、
み
な
多
倫
巴
固
爾
な
る
名
を
興
え
ら
れ
て
お
り
、
土
乎
魯

托
洛
海
と
は
全
く
別
の
地
貼
で
あ
る
。
し
か
し
タ
ク
ル
ト
ロ
ガ
イ
と
ド
ロ
ン
パ

l
ト
ル
と
は
近
接
地
で
あ
る
か
ら
、
ダ
ス

・
ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
と

も
に
誤

っ
て
一
地
と
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
雨
者
と
も
に
ド
ロ
ン
バ

l
ト
ル
の
地
名
を
出
し
て
い
な
い
の
は
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

清
代
の
官
道
に

一
致
し
て
、
暫
く
の

タ
ク
ル

ト
ロ
ガ
イ
は
清
代
の
官
道
上
の

一
地
黙
で
あ
り
、
唐
代
の
ル

l
ト
は
こ
こ
で
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
上
り
、

な
お
本
文
で
は
婆
騨
か
ら
悉
諾
羅
騨
ま
で
の
道
は
五
三

O
里
あ
る
と
言
う
。

し
か
し
ダ
ス

・
ホ
ル
デ
ィ

ッ
チ
モ
は
、
以
前
の
遁
の
長
さ
と
比

- 12-

問
、
西
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

較
し
て
、
長
く
見
て
三
五

O
里
程
度
で
、
如
何
に
し
て
も
五
三

O
里
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
或
は
五
三

O
里
は
三
五

O
里
の
誤
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
が

買
は
こ
の
間
の
道
は

地
圃
の
上
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
容
易
な
道
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

〕
ア
ュ
ト
レ
イ
ユ
H
.ト
H

ラ
ン

。
三
門
町
二

r
H
N
E
E
は
一

八
九
四
年
四
月
八
日
に

タ
ク
ル
ト
ロ
ガ
イ
の
正
南
の
ザ
ナ
ル
ン
ム
ク
峠

U
Eロ白
m
二
己
ロ
m
g
c
m
司回目印

ハダ
ス
。

ホ
ル
デ
ィ

ッ
チ
で
は

U
H
E
m
-
E
m
B
cm

E
臼
る
を
出
設
し
、
ザ
チ
占
の
上
流
ザ
ン
チ
占
ロ
N

白ロ∞

n
r
E

に
、沿
っ
て
、

⑮
 

パ
に
着
い
て
レ
る
。
こ
の
間
八
日
を
費
し
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
よ
り
少
し
く
長
い
タ
ク
ル

ト
ロ
ガ
イ
と
タ
シ
F

コ
ン
パ
の
聞
は
一

O
日
は
か
か

っ

同
月
十
六
日
に
タ
シ
ゴ
ン

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
況
し
て
こ
の
過
は
ザ
ナ
ル
ン
ム
ク
峠
の
海
抜
五
二
六

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
は
ル

l
ト
の
上
で
の
最
高
の
地

で
あ
り
、
そ
の
通
過
に
肉
腫
的
に
非
常
に
困
難
を
伴
う
地
幣
で
あ
る
。
唐
代
に
お
け
る
按
程
に
つ
い
て
は
、
大
唐
六
典
巻
三
に
、

陸
を
放
行
す
る
に
は
、
馬
で
は
日
に
七

O
里
、
歩
行
お
よ
び
騒
で
は
五

O
里
で
あ
る
。



と
あ
り
、
周
氏
の
放
行
で
も
、

一
日
に
四

0
1七
O
里
で
あ
る
こ
と
を
参
考
に
す
る
と
、
道
の
悪
候
件
を
考
え
合
せ
て
、

一
日
五

O
里
と
す
れ

tま

一
O
日
で
五

O
O里
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
間
が
、
本
文
で
五
三

O
里
と
記
し
て
い
る
の
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
、
誤
っ
た
里
数
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

(
八
)

又
鰹
乞
量
寧
水
橋
、
又
組
大
速
水
橋
、
三
百
二
十
里
至
鵠
葬
騨
、
唐
使
入
蕃
、
公
主
毎
使
人
迎
務
子
此
。

悉
諾
羅
騨
を
過
ぎ
て
、
最
初
の
河
は
ク
ラ
ン
ネ
河

O
c
-
s
t苫
乙

で
あ
り
、
こ
れ
が
乞
量
寧
水
で
あ
ろ
う
。

ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、

タ
ク
ル
ト

ロ
ガ
イ
の
北
に
サ
イ
ン
ク
ダ
ク
ン

ω包ロ

}
E
E
r
E
M〈
ωミ
E
Gロ門
E
ミ
・E
M
E苫
円

な
る
湖
、
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ク
ラ
ン
河
関
口
-g

E
Z円
が
流
れ
出
、
下
流
で
イ
ェ
ヘ

ア
ク
ダ
ム
に
注
い
で
い
る
。

そ
れ
で
乞
量
寧
水
r
h
M
U
ニ
首
ロ
関
口
ぽ
ロ
m
は

o
z
gロ
'
己
目
、
。
。
-
(
野
越
の
川
)

を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
輿
固
に
は
烏
藍
水
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
音
の
類
似
か
ら

C
F
Eロ
『
oo-
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
現
在
こ
の
地
帯
は
、
清
中
期
以
後
、
ゲ
ル
ツ
ェ
族
の
遊
牧
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が

(
西
寧
志
忽
二
一
、
二
三
丁
裏
て
そ
れ

ク
ラ
ン
河
か
ら
イ
ェ
へ
ア
ク
ダ
ム
河
ペ
岳
巾
同
m
f
E
S
n
y
z
を
横
切
り
南
西
に
準
み
、

ダ
ン
ラ
山
脈
。
円
山
S
F
(嘗
控
)
を
越
し
て
、
大

- 13-

に
し
て
も
、
唐
代
に
こ
の
迭
に
ま
で
蒙
古
語
名
が
あ
っ
た
の
は
、
或
は
吐
谷
清
停
の
支
配
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。

速
水
に
達
す
る
が
、
大
は
形
容
詞
で
、

速
水
が
ソ
グ
チ
品

ω
o
m
n
y
c
を
寓
し、

ω
o
m
n
yロ
(
ホ
ル
デ
ィ
ァ
チ
)

ωロ
r
n
r
c
(ダ
ス
)

で
あ
る

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
績
い
て
鵠
葬
騨
に
到
達
す
る
が
、
こ
の
騨
に
つ
レ
て
は
次
項
に
述
べ
る
。

そ

ば

だ

ち

ほ

と

さ

又
経
鵠
葬
峡
十
絵
里
、
南
山
相
昼
、
上
有
小
橋
、

三
濃
水
注
如
潟
缶
、
其
下
如
煙
霧
、
百
里
至
野
馬
騨
。

(九〉
鵠
奔
騨
は
鵠
葬
峡
の
側
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
多
分
内
府
輿
園
十
排
西
三
の
巴
延
鳴
爾
穆
、
ダ
ス
の
パ
イ
ン
ガ
ル
モ

切
包
ロ

ぬ白円同
H
H

。
で
、
正
確
な
綴
字
は

回
ミ
白
ロ
門
口
内
田
円

g
o
と
考
え
ら
れ
る
。
唯
、
内
府
輿
固
で
は
こ
こ
を
通
る
河
は
シ

ャ
グ
チ
占

円
高
岳
ロ
の
支

流
で
あ
り
、

ダ
ス
で
は
ソ
グ
チ
ι

の
支
流
で
あ
る
。
今
は
ダ
ス
に
従
っ
て
お
く
。
鵠
葬
『
己
主

B
E
m
は
こ
の
門
出
向
日
目
。
を
寓
し
た
言
葉
で

あ
ろ
う
o

m
m
府

(
容
九
六

一
七
丁
委
〉
に
は
、
鵠
奔
山
を
紹
介
し
て
、
「
山
の
西
八
里
に
、

三
峡
の
ご
と
き
所
が
あ
り
、
大
爆
流
が
あ
っ
て、

13 

雷
の
よ
う
な
濃
音
が
聞
え
る
」
と
言
い
、
更
に
、

「
そ
の
山
は
遠
く
か
ら
見
る
と
、
色
が
黄
色
で
白
レ
」
と
言
っ

て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
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鵠
葬
が
門
出
向
日
目
。
(
白
色
)
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
鵠
葬
峡
も
こ
の
山
名
か
ら
来
た
も
の

に
相
違
な
い
。
こ
こ
よ
り
少
し
く
南
を
流

れ
る
河
は

シ
ヨ
グ

チ
品

ω
r
o
m
n
r
z
(ホ
ル
デ
ィ
Y

チ
)
で
、
(川曲伺

nr
口
、が
正
し
い

韻
字
で
あ
る
(
同
文
志
一
一

六
七
頁
で
は

ωFO問。
rc〉。

こ

の
河
を
ク
ラ
ッ
プ
ロ

l
ト

穴

-4円
0
5
は
回
。
ロ}内
口
}g-へ
そ
の
上
流
を
∞
ocF内ー
と
呼
ん
で
レ
る
が
(
ホ
ル
デ
ィッ

チ
八
六
頁
地
図
)
、
内
府
輿
園

は
確
に
こ
の
上
流
を
博
克
必
技
℃
o
w
a
o
z
z
と
名
づ
け
て
い
る
。
博
克
は
恒
σom
で
あ
る
が
切
o
z
r
n
y与
は

伺

σ
a
n
a
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
は
、
一
七
二

O
年
に
清
の
大
軍
が
第
七
代
タ
ラ
イ
ラ
マ
を
奉
じ
て
ラ
サ
に
準
軍
し
た
と
き
U

こ
の
迭
を
中
心
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
が
略
奪

@
 

を
働
い
て
い
た
と
言
う
か
ら
、
や
は
り
重
要
地
帯
で
あ

っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
公
主
が
唐
の
使
者
を
迎
え
さ
せ
た
と
言
う
の
も
、
つ
ま
り
は
そ

の
よ
う
な
重
要
地
帯
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

野
馬
騨
の
野
馬
品
目
当
o
g白
は
、

ダ
ス

・ホ

ル
デ
ィ

ッ
チ
の
ジ
ャ

7
F
B同
(八
月
間
百
自
己
)
に

一
致
し
、
こ
の
地
で
現
在
は
、
北
方
か
ら

来
る
陵
商
路
が
合
流
し
、
道
は
南
下
す
る
。

祭
橋
湯
は、

多
分
内
府
輿
園
十
排
西
三
の
租
隆
交
で
あ
ろ
う
。

租
隆
交

z
c
-
E
m
n
z
g
は

冨

z
r
o
-
o
p
-
q
o
m
〈腸
の
ご
と
く
曲
り
く
ね

- 14一

(
一

O
)
経
吐
蕃
墾
田
、
又
経
柴
橋
湯
、

四
百
里
至
閤
川
騨
。

っ
た
湖
)

(
同
文
志
ご
ニ
一二

頁〉

で、

そ
の
沿
岸
に
あ
る
の
が
築
橋
湯

F
w
m
d己
忌
ロ
m〈
円

o
p
F
4
0
m
F
g
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
ジ
ャ
マ

か
ら
こ
こ
ま
で
の
う
ち
、

ナ
チ
ナ
カ

Z
昌一ロ
F
Z
F
Y
阻
ま
で
は
清
代
の
官
遁
と
同
一

で
、
ナ
チ
ナ
カ
か
ら
は
少
し
く
官
道
を
西
へ
そ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

閤
川
騨
は
、

チ
品
カ
ル
モ

(
u
y
g

丘
S
H
B
O〉
楚
鴎
爾
穆
(
内
府
輿
図
十
排
西
三
〉
の
側
と
考
え
ら
れ
る
が
、
遁
は
既
に
官
遁
か
ら
離
れ
て
レ

る
の
で
、
現
在
の
チ
ュ
ガ
ル
モ
よ
り
少
し
く
西
寄
り
の
地
貼
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
間
五
日
ν

ま
た
は
冨
匂
は
明
か
に

L
F
R
(
自
ら

を

寓
し

て
い
る
。

(

一

一

)

又
経
恕
話
海
、
百
三
十
里
至
蛤
不
欄
騨
、
芳
有
三
羅
骨
山
、
積
雲
不
消
。

恕
謹
海
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
府
輿
園
十
排
西
三
の
沙
巴
克
技
爾
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か。



代
パ
ン
チ
ェ
ン
の
渡
っ
た
り

S
ロ
m
n
E
で
(
切
百
戸
司
・
己
『
〉、

還
元
さ
れ
、
夏
の
遊
牧
地
を
意
味
す
る
。
塔
並

P

F
は
言
う
ま
で
も
な
く

S
F
で
あ
る
。
蛤
不
燭

E
U
S
E
-
g
は
こ
の

ω宮門

from

蛤
不
燭
騨
は
、
岳
克
珠
喝
爾
都
(
内
府
輿
間
十
排
西
三
)
、

岳
克
珠
鳴
爾
多
克
塔
控

(
新
輿
園
)
で
る
ろ
う
。
岳
克
珠

uEwaonrc
は
、
第
三

唱
爾
都

E
b同
r
z
・
鴎
甫
多
克

-
s
p
F
宮

町

o
は
∞

m
R
f
r
o
m
と

を
寓
し
た
文
字
に
違
い
な
い
。

三
羅
骨
山
は
、
恐
ら
く
三
骨
羅
臼
白

g
r
sニ
仙
が
正
し
く
、
切

g
g
m
E
σ
を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
山
は
、
中
闘
の
現
代
地
園
で

』主

ル
ー
ト
の
西
側
に
存
在
す
る
薩
穆
坦
岡
雑
山
(
内
府
輿
園
十
排
西
三

・新
輿
園
)
と
同
一
で
、
回

g
g
m
gロ
官
官
ユ
(
同
文
志
二

六
四
頁
)

が
こ
れ
に
一
致
す
る
。
と
す
る
と
岡
雑
は
岡
離
の
誤
り
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
ダ
ス
・
ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
と
も
に

ω曲
目
仏

g

E
ロE
M
M
W
-
な

る
名
稿
を
出
し
て
い
る
の
で
、
誤
り
と
ば
か
り
は
決
定
で
き
な
い
。
ま
た
回

g
s
m
Eゲ
(
円
件
印
叩
〉
と
言
う
名
は
、
新
輿
園
で
は
そ
の
山
麓
に
双

竹
山
口
な
る
地
名
を
置
レ
て
い
る
か
ら
、
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
名
稿
な
の
で
あ
ろ
う
。

唯
、
回
師
同
日
間
四
同区

σ
ユ
mm
(
u
r
Z
E
-
m
E
)
の
名
が
唐
代
に
あ
っ
た
と
す
る
と
、
嘗
時
既
に
、
吐
蕃
に
併
数
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か

- 15-

し
本
文
(
一
四
)
で
は
、
ラ
サ
の
近
傍
に
併
堂
と
言
う
地
名
が
出
て
く
る
か
ら
、
あ
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
同
文
志
〈
一
一
六
四
頁
〉
に
は
、

薩
木
丹
は
稗
定
の
謂
で
、
山
に
は
積
雲
が
多
い
。
菅
番
館
が
こ
こ
に
稗
定
し
た
の
で
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
俸
読
で
は
な
く
、
遁
か
吐
蕃
の
時
代
の
事
責
を
俸
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
一
二
)
又
六
十
里
至
突
録
済
騨
、
唐
使
至
、
賛
普
毎
遣
使
慰
努
子
此
、
又
経
柳
谷
秀
布
支
荘
、
有
温
湯
、
涌
高
二
丈
、
気
如
煙
雲
、
可
以

熟
米
、
文
経
湯
羅
葉
遣
山
及
賛
普
祭
神
所
、

二
百
五
十
里
至
農
歌
騨
。

突
録
済
騨
は
、
地
園
の
上
で
も
文
献
の
上
で
も
見
出
せ
な
い
地
名
で
あ
る
が
ベ
唯
、
同
文
志
(
一
二
ハ
九
頁
)
に
タ
ル
ジ
山

H
N
Z
E丘
ユ
(
逮

爾
子
里
〉
な
る
山
名
が
孝
げ
ら
れ
、
明
か
に
突
録
済

pu
ニコ
o
w
E
i
に

一
致
す
る
。
同
文
志
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
、
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
語
で
達
繭
子
は
牧
馬
の
人
の
意
で
あ
る
。
俸
設
に
よ
れ
ば
、
唐
技
汗
の
牧
人
が
紳
と
な
り
、
雷
て
こ
の
山
に
現
れ
た
。
故
に
こ

15 

の
よ
う
な
名
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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テ
ン
グ
リ
ノ

|
ル

H
，
gmHユ
コ
白
百
『

の
東
南
に
横
わ
る

ニ
占

ン
チ
エ
ン
タ
ン

ラ
カ
ン
リ
山
の
宮
口

n
r
g
F
S
-
Y白
宮
古
ユ
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

汗

}回白ロ

は

ry白ロ
八
宮
古
口
の
意
に
と
れ
ば
、
或
は
こ
の

地
方
の
支
配
者
ま
た
は
紳
を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
官
官
己

の
略
さ
れ
た
形
と
解
し
て
お
く
。
タ
ル
ジ
騨
の
位
置
は

明
か
で
な
い
が
、
テ
ン
グ
リ
ノ
|
ル
の
北
過
に
東
西
に
横
わ
る
山
脈
が
あ
り
、
そ
れ
を
越
す
所
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

唐
並
汗
は
タ
ン
ラ
カ
ン
リ
山

叶

}
d
z
-
z
m
E
m
ユ

の
略
で
、

柳
谷
芥
布
支
荘
は
全
く
分
ら
な
い
が
、
葬
布
支
ヨ
仙
ロ
ぬ
℃
己

OEFm
は

ヨ

E
H百
円
』
刊

で
支
配
者
の
稽
披
で
あ
る
か
ら
、

或
は
そ
の
荘
園

の
あ
っ
た
所
で
あ
ろ
う
。
位
置
は
テ
ン
グ
リ
ノ
l
ル
の
東
溢
の
草
原
い
わ
ゆ
る
ダ
ム

司

E
ヨ

に

あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

温
湯
は
多
分
、
西
蔵
固
考
(
各
一
、
一
六
丁
表
)
に
、
達
木
遊
牧
(
タ
ム
草
原
)
の
南
に
あ
る
容
仲
湯
泉
で
、

一
五
了
一果、

務
仲

コ
5
m
n
7ピ
コ
ぬ

は

の

宮
口
円Y
巾ロ

に
相
違
な
く
、
そ
の
温
泉
は

ニ
ェ

ン
チ
エ
ン
タ
ン
ラ
山
の
麓
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

湯
羅
葉
遣
山
に
つ
レ
て
は
、
遣
は
遣
の
誤
り
と
見
れ
ば
、
ぺ

2
m
g
F
U同】

r
dロ
で
ダ

ム
ラ
ニ
エ
ル
ガ
ン

の
峠

司
仏
国
ヨ

Z
3包
括
白

pj
g
に

一
致
す
る
。
こ
の
峠
は
テ
ン
グ
リ
ノ
|
ル
の
北
方
地
待
か
ら
そ
の
湖
の
東
方
を
遁

っ
て
ラ

サ
へ

通
ず
る
道
が
、

ニ
ム
ン
チ
エ

ン
タ
ン
ラ
を
越
え

- 16ー

る
所
で
、
軍
事
的
に
も
重
要
な
峠
で
あ
る
。
ダ
ス
・
ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
で
は
と
も
に
り
白

E
E
苫
『
宮
口
一
同

で
あ
る
。

曲
反
歌

E
g
m
r
b
は
、
こ
の
峠
を
越
し
て
ジ
ム
ン
チ
品
』

5
m
nE

(ホ
ル
デ
ィ

ッ
チ
。
チ
ベ

ッ
ト
綴
り
不
明
)
の
流
域
に
入

っ
た
所
で、

川
の

東
側
に
少
し
く
離
れ
て
存
在
す
る
ナ
ル
ガ
ジ
ャ
寺

Z
白
荷
主
百
叶
巾
5
1巾
(
ク
ラ

〈
フ
ロ
ー
ト
。
チ
ベ
ッ
ト
綴
り
不
明
)

に
相
違
な
い
。

タ
ル
ジ
騨

か
ら
ナ
ル
カ
ジ
ャ
騨
ま
で
二
五

O
里
は
地
園
の
上
で
も
安
嘗
で
あ
る
。

r、

、ーノ

遅
些
在
東
南
、
距
農
歌
二
百
里
、
唐
使
至
、
吐
蕃
宰
相
毎
遣
使
迎
候
子
此
、

又
鰹
瞳
池

・
暖
泉

・
江
布
霊
河
、
百
一
十
里
渡
菱
済

河
「
ナ
ル
ガ
ジ
ャ
か
ら
ラ
サ
は
東
南
二

O
O里
」
と
あ
る
が
、

厳
密
に
言
え
ば
、
方
向
は
南
南
東
で
あ
り
、
最
短
距
離
で
も
二

O
O里
以
上
は

あ
っ
て
、
三

O
O里
の
諜
り
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
盟
池

・
暖
泉
は
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

江
布
霊
河
も
難
解
で
あ
る
が
、
布
霊
河
宮
o
-
E
m
と
す
れ
ば
、
ナ
ル
ガ
ジ
ャ
の
南
に
パ
ル
ン
ガ
ン
寺
切
白

-
0
ロロ

m
m白ロ
m
H，m
同
己
主
冊
、
が
あ



る
の
で
(
タ
ラ
ッ
プ
ロ
l
ト
て
こ
の
所
を
流
れ
て
い
た
河
で
あ
ろ
う
。
同
文
志
三
一
三
一

頁
)
に
、
巴
隆
楚
剛
山
E
E
o
p
n
rロ
な
る
河
名
が
あ

り

「
波
円
E
E
o
p
、
が
多
レ
か
ら
こ
の
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
た
」
と
註
さ
れ
て
い
る
。
或
は
こ
の
河
で
は
な
レ
か
と
思
わ
れ
る
が
、
疑
を
存

し
て
お
く
。
そ
れ
に
し
て
も
江
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

萎
横
河
の
萎
済

E
g
m
E
m
F
は
ジ
品
ン
チ
ュ
河
】
ロ
ロ
m
n
r
z
で、

そ
の
ト
ェ
ル
ン
チ
ュ
河

ω
Z
L
E
b
n
y巨

(
ヤ
ン
パ
チ
ム
ン
チ
ュ
ペ
曲
目
凶
臼

宮
内
g
n
y
g
)

に
流
入
す
る
所
で
こ
の
河
を
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
こ
れ
か
ら
は
ト
ェ
ル
ン
チ
占
の
南
岸
を
東
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
一
四
〉

鰹
吐
蕃
墾
田
、
二
百
六
十
里
至
卒
歌
騨
、
乃
渡
蹴
河
、
経
併
堂
、
百
八
十
里
至
勃
令
騨
鴻
踊
館
、
至
賛
普
牙
帳
、
其
西
南
抜
布
海
。

ト
ェ
ル
ン
チ
ュ

が
キ
チ

ュ
河

ω
-
4
E
n
r
c
に
流
入
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、

卒
歌
仲
田
ど
2
r
m
w
は
恐
ら
く
チ
ュ
カ
ロ
r
c
r
r白
(
河
口
)
で
、

現
在
の
ラ
チ

A
E
g
n
E
の
近
傍
で
あ
ろ
う
〈
の
E
Y
E
a
-
3
0
キ
チ
ュ
は
チ
ベ
ッ

ト
文
献
で
も
ツ
ア
ン
ポ

の

g
g
宮

と

記
さ
れ
(
。

E
J

唱
-H8・
ロ
・
宏
〉
、
清
代
の
文
献
で
も
、
「
キ
チ
ュ
は
す
な
わ
ち
臓
河
で
あ
る
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
か
ら
(
西
磁
誌
六
二一貝)、

減
河

Z
仙
ロ
ぬ
を

キ
チ
ょ
と
見
る
こ
と
は
一
向
差
支
え
な
い
。
ジ
品
ン
チ
ュ
と
ト

ェ
ル
ン
チ

占
の
合
流
軸
'
か
ら
こ
こ
ま
で
の
二
六

O
里
と
言
う
の
も
安
嘗
と
認
め

ー17一

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

併
堂
の
位
置
は
分
ら
な
い
。

勃
令
騨
は
ラ
サ
の
近
濯
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が

」
れ
に
嘗
る
地
名
は
地
園
の
上
で
は
見
嘗
ら
な
い
。

唯
フ
ェ
ラ
リ
女
史
〉
広
O
ロ∞白

明
日
日
ユ
は
、

一
四
一
九
年
の
セ
ラ
寺

m
m
E
F
a
与
g
m
t
p
の
建
立
に
閲
し
て
、
ヴ
ァ
イ
ド
ゥ

l
リ
ア
セ
ル
ポ
〈
白
年
E
3
m
m円
旬
。
を

ロ
ン
テ
ン
恒
ゲ
円
o
p
m丹
市
町
田
の
四

ω巾
円
白
白
骨
O

門田、

セ
ラ
メ

ω巾吋同
一
回
ヨ
釦
仏
、
ギ
ャ

M
N
m
u
『問、

引
い
て
、
そ
の
翠
部
恒
毛
白

Z
Z
P
は
セ
ラ
ト
ェ

つ
が
あ
っ
た
こ
と
を
言
レ
、
ま
た
ス
ン
パ
ケ
ン
ボ

ωロ
ヨ
匂
回
ヨ
}
内
町
田
口

H
U
O

、
が
パ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ン
サ
ン
ロ
宮
m
ゲ
凹
曲
目
ご
。
ロ

σ
g
p
の
中
で
、

彼
の
時
代
に
は
ギ
ャ
と
ロ
ン
テ
ン
は
セ
ラ
ト
ェ
に
合
併
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
る
の
を
紹
介
し
て
レ
る

(
C
Z
司・唱
-
H
O
C
-

ロ・∞同〉。

セ
ラ
、
も
ギ
ャ
、
も

何
等
宗
数
的
な
意
味
を
持
た
な
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
は
も
と
も
と
地
名
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、

ロ
ン
テ
ン
も
恐

17 

ら
く
地
名
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
司
ゲ

B
P
2
g
の
意
味
は
、
「
接
待
す
る
高
蓋
」
で
、
司
σ円O
D

は
勃
令
ゲ
ピ

z
t
E
m刊
に
完
全
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に
一
致
す
る
。
更
に
全
鐙
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
鴻
服
館
そ
の
も
の
で
あ
る
。
古
代
チ
ベ

ッ
ト
王
園
の
崩
壊
と
と
も
に
こ
の
ロ
ン
テ
ン
も

荒
駁
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
名
は
セ
ラ
寺
の

一
皐
部
の
存
在
地
と
し
て
、

一
四

一
九
年
に
は
再
興
し
、

一
八
世
紀
の
前
牢
に
そ
の
名
は
消

減
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
勃
令
騨
は
現
在
の
セ
ラ
寺
の
所
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
セ
ラ
は
ラ
サ
の
北
方
二

・
五
マ
イ
ル
の

所
に
あ
り

(。
z-Y
℃

3
・ロ
・
2
)

ツ
ェ
ン
ポ
が
外
来
の
客
を
迎
え
、
宿
泊
せ
し
め
る
の
に
は
最
も
適
嘗
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
チ
品
カ
騨
か
ら
こ
こ
ま
で
一

O
O里
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
の
に
、

一
八

O
里
と
言
う
の
は
少
し
く
誇
張
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

ツ
ェ
ン
ポ
の
牙
帳
は
、
こ
こ
で
は
何
等
そ
の
位
置
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

八
二
二
年
に
唐
・
吐
蕃
の
舎
盟
が
行
わ
れ
た
場
所
は
、

「
ラ
サ

の
宮
殿
の
東
方
の
ラ
ト
ェ
園

ω
r
E
2
0
L
Z
Z
-
」
で
あ
っ
た
か
ら
ハ
古
代
史
下
九
二
五
頁〉
、
現
在
の
ラ
サ
ま
た
は
そ
の
近
郊
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ツ
ヱ
ン
ポ
の
牙
帳
は
常
に
移
動
し
て
い
た
が
、
ラ
サ
で
は

一
定
の
所
に
所
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
夏
営
地
が
、
ラ
サ
の
北
東
方
の

⑬
 

メ
ル
ロ
河
冨
と

m
g
n
r
z
の
流
域
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
て
お
レ
た
。

最
後
に
抜
布
海
の
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
肪
府
(
各
九
六

一、

一
七
丁
表
)
に
、
「
そ
の
君
長
は
あ
る
と
き
は
政
布
川
に
居
り
、
あ
る

- 18ー

と
き
は
遜
些
(
一フ
サ
〉
に
居
る
」
と
あ
り
、
新
唐
書
吐
蕃
停
上
(
一
丁
裏
〉
に
、
「
ツ
ェ
ン
ポ
は
抜
布
川
あ
る
い
は
濯
裟
川
に
居
る
」
と
あ
る
践
(
抜
〉

布
川
と
同
一

の
地
峨
で
あ
ろ
う
。
本
文
で
は
ラ
サ
の
南
西
の
地
待
が
抜
布
海
だ
と
言
う
か
ら
、
そ
れ
は
キ
チ
品

に
沿
っ
た
卒
野
を
言
っ
て

い
る

に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
ホ
ル
デ
ィ
ッ
チ
を
見
る
と
、
ラ
チ
ュ
よ
り
南
の
キ
チ
与
の
西
岸
に
ナ
ム
バ

。フ
ッ
ク
ラ

Z
白
B
E宮
r
g
な
る
山
名

を
記
し
て
い
る
。

Z
白
ヨ
は
の
ロ
白
ヨ
己
で
(
同
文
志
一
一
六
九
頁
)
、
買
は
こ
の
山
の
西
側
の
山
を
指
し
て
レ
る
。

切白匂
z
r
u
は
西
蘇
圃
考

(一

O
四
頁
)
に
、
除
要
の
地
と
し
て
拳
げ
ら
れ
て
い
る
巴
布
頼
長
嶺
と

一
致
す
る
。
同
書
の
附
園
に
、

」
の
山
の
裏
側
す
な
わ
ち
ヤ
ン
パ
チ
ェ

ン
ペ

E
m
聞記

g
ロ
寄
り
に
巴
布
頼
な
る
地
名
が
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
山
の
位
置
を
確
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
こ
の
際
の
頼

-巳

は

Z

を
寓
し
た
の
で
は
な
く

ユ
を
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。

西
蔵
園
考

2
二
四
頁
)
に
は
、

司
ゲ
ユ

(vy
z
を
布
頼
楚

吉

-
s
n
y
ど

と
{為
し
て

潤
の
高
原
」
(
同
文
志

二

O
一
頁
)
の
意
味
で
、

い
る
の
が
、
そ
の
例
誼
で
あ
る
。
市
し
て
切
右
ロ
}
内
は
多
分
グ
宮
グ
同
urEm
で、

}Mgσ

は
「
雄
大
」

(同
文
志
=
五
五
頁
)
、

こ
の
山
の
慶
大
き
か
ら
こ
の
よ
う
な
名
稽
が
起
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

1
5
m
は
「
空

政
布
川

razb
門
官。



は
、
恒
Z-MMM}Emnrz
を
寓
し
た
も
の
で
、
河
名
は
そ
の
山
の
呼
名
か
ら
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
抜
布
海

ゲ主伯仲間】ロ
O

H
と

は
そ
の
河

⑬
 

の
流
れ
る
卒
原
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

新
唐
書
の
吐
蕃
俸
の
文
章
は
抜
布
川
と
ラ
サ
川
町
ち
キ
チ
?
を
別
の
も
の
と
し
て
記
し
て
い
る
ご
と
く
見
え
る
が
、
貫
は
そ
れ
は
同

一
の
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は

mm府
の
文
章
が
元
の
も
の
で
、
新
唐
書
は
こ
の
ラ
サ
を
ラ
サ
川
と
解
韓
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
石
畳
城
か
ら
ラ
サ
近
郊
ま
で
の
道
程
を
検
討
し
終
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
作
成
さ
れ
た
二
葉
の
地
園
を
参
照
さ
れ
た
い
。
地
名
に

つ

い
て
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
原
名
が
分
ら
ず
、
ま
た
位
置
の
確
定
で
き
な
い
も
の
も
一
一
一
ニ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
博
雅
の
士
の
示
敬
を
待
つ

よ
り
他
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
ル

l
ト
は
清
代
の
も
の
と
も
、
現
代
の
も
の
と
も
、

か
な
り
異
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
清
代
に
は
、
西
寧
か
ら
黄
河
ま
で
の

- 19ー

道
は
唐
代
の
も
の
と
略
々
一
致
し
、
黄
河
を
越
え
て
か
ら
は
、
そ
の
北
方
の
高
原
地
帯
を
南
西
へ
と
準
む
。
市
し
て
タ
ク
ル
ト
ロ
ガ
イ
で
そ
れ

は
再
び
一
致
し
、
ジ
ャ
マ
を
少
し
く
南
下
し
た
所
で
ま
た
西
方
へ
別
れ
、
ジ
ュ
ン
チ
ュ
・
ト
ェ
ル
ン
チ
ュ
に
沿

っ
て
東
に
湾
曲
し
、
ラ

チ
ュ
の

所
か
ら
キ
チ
品

に
沿
っ
て
北
東
へ
と
遡
る
の
で
あ
る
。
黄
河
か
ら
タ
グ
ル

ト
ロ

ガ
イ
ま
で
の
遣
の
相
違
は
と
も
か
く
と
し
て
、

ジ
ャ
マ
よ
り
西

方
へ
大
き
く
回
っ
て
ラ
サ
へ
入
る
の
は
、
甚
し
い
廻
り
道
で
は
な
か
ろ
う
か
。
清
末
民
初
に
は
ジ

ャ
マ
よ
り
ラ
サ
ま
で
の
道
は
殆
ど
正
南
に
向

っ
て
お
り
、

こ
の
間
の
最
短
の
ル
ト
ト
と
な
っ
て
い
る
。
何
故
唐
代
に
は
こ
の
最
短
の
ル
l
ト
を
た
ど
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
こ
の

疑
問
に
明
確
な
回
答
を
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
近
代
の
南
下
路
は
、
貫
は
そ
の
途
中
の
山
々
に
峻
険
な
所
が
多
く
、
ま
た
岩
石
の
多
い

荒
野
が
績
く
な
ど
、
歩
行
に
か
な
り
悪
篠
件
が
そ
ろ

っ
て
い
る
ら
し
い
。
峠
な
ど
も
、

後
世
、
岩
山
を
切
通
し
て
漸
く
遁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た

唐
代
の
道
の
肢
況
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
ジ
ャ
マ
か
ら
ニ
ム
ン
チ
エ
ン
タ
ン
ラ
山
脈
の
東
側
を
逼
る
迂
回
路
を
取
る
の

所
が
あ
る
ら
し
い
。

が
、
最
も
良
い
方
法
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

19 

そ
れ
で
は
こ
の
新
唐
書
地
理
志
の
放
程
は
唐
代
の
何
時
頃
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
ブ
叩
シ
ェ
ル

ω・
巧
・
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∞5
7丘
一
が
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
知

こ
の
旗
程
が
何
時
頃
の
も
の
か
に
つ

レ
て
は
何
等
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
含
ま
れ
て
い
る
事
貫
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
赤

嶺
の
境
界
碑
が
建
て
ら
れ
た
七
三
四
年
と
金
城
公
主
が
浸
し
た
七
四

一
年
の
聞
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

興
味
あ
る
見
解
で
あ
る
が
、
境
界
碑
の
建
立
は
開
元
二
十
一
年

(
七
三
三
〉
で
あ
り
(
四
頁
)
開
元
二
十
六
年

(七
三
八〉

玄
宗
の
命
に
よ

っ
て
殻

た
れ
る
ま
で
は
存
在
し
た
か
ら
(
簡
唐
醤
吐
蕃
仰
上、

一O
丁
裏
、
通
鑑
同
年
六
月
辛
丑
の
係
)

本
道
程
の
原
文
は
七
一
一
一
一
一
一
l
七
三
八
年
に
作
ら
れ

ま
た
本

文

(
一
)
に
は
、
開
元
二
十
九
年

(
七
四

一
〉
天
賓
八
年

(
七
四
九
)
の
石
畳
城
関
係
の
記
事
が
入

っ
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
開
元
二
十
九
年
以
後
の
記
事
は
後
か
ら
書
加
え
ら
れ
た
も
の
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

開
元
お
よ
び
天
賓
の
初
期
は
唐
の
帝
園
の
黄
金
時

代
で
あ
り
、
吐
蕃
と
の
聞
に
は
か
な
り
激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
た
が
、
使
節
の
往
来
も
亦
多
か
っ

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
放
程
が
書
き
残
さ
れ

た
こ
と
が
分
る
。

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
放
程
の
最
初
の
文
が
七
三
三
|
七
三
八
年
の
聞
に
作
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
導
か
れ
る
重
要
な
事
買
は
嘗

時
既
に
併
教
が
チ
ベ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

サ
ム
ル
ブ
ツ
ェ
と
言
う
併
教
に
閥
係
あ
る
山
名

(
本
文
二

)、
或
は
併
堂

- 20ー

と
言
う
地
名
(
本
文
一
四
〉
は
、
吐
蕃
に
お
け
る
例
数
が
七
三
八
年
ま
で
に
そ
の
基
礎
を
置
い
て
レ
た
こ
と
の
重
要
史
料
と
な
る
で
あ
ろ
う。

な
お
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
青
海
地
方
の
地
名
に
蒙
古
語
で
解
穫
で
き
る
も
の
が
若
干
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
吐
蕃
の
時
代
の
地
名
を

蒙
古
語
で
解
穫
す
る
の
は
、
甚
だ
奇
妙
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
吐
蕃
が
青
海
地
方
を
占
領
す
る
前
に
、
こ
の
地
を
支
配
し
て
い

た
の
は
吐
谷
深
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
吐
蕃
占
領
後
も
若
干
の
吐
谷
海
は
青
海
に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ベ
リ
オ
に
よ
れ
ば
、
吐
谷
揮
の
支
配

@
 

民
族
は
蒙
古
語
に
近
い
言
葉
を
話
す
人
々
で
あ

っ
た
と
言
う
か
ら
、

蒙
古
語
を
以
て
一

一腹
解
樟
で
き
る
地
名
が
あ
っ

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
尤
も
現
在
で
も
青
海

・
チ
ベ
ッ
ト
に
は
蒙
古
語
の
地
名
は
少
く
な
い
。
否
む
し
ろ
驚
く
ほ
ど
そ
れ
ら
は
多
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ

ら
は
一
六
世
紀
以
降
、
青
海
地
方
に
蒙
古
族
が
大
量
に
移
動
し
、
そ
の
う
ち
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
族
な
ど
は
、

る
か
ら
、
彼
等
に
よ

っ
て
蒙
古
語
の
地
名
が
多
く
付
け
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
吐
蕃
の
時
代
の
吐
谷
海
語
と
は
ま
た
異
っ

チ
ベ
ッ

ト
ま
で
征
服
し
た
ほ
ど
で
あ

た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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註①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
こ
の
放
程
を
紹
介
し
た
の
は
ブ
ッ
シ
ェ
ル

ω・
4
〈
・
∞
Evo--
で
あ
る
。
彼
は
奮
唐
害
容
一
九
六
上
・
下
、
吐
蕃
停

上
・
下
の
英
誇
吋
FO
明白『
σ
z
z
z
q
o問、
HJro同町『
O
B
の
E
ロ
2
0

ω
2
2
2・』
O

ロ
E
丘

三

月

03-
〉
巴
丘
町
円

ω。n
ぽ
骨
子
同
∞
∞
0

・官
-
K
H

去
し

問
事
同
の
中
に
こ
の
新
唐
書
地
理
志
の
道
程
を
翻
謬
し
、
附
載
し
て
い
る
が

。Eι
・
司
・
包
∞
〉
、
地
名
の
比
定
は
殆
ど
行
っ
て
い
な
い
。
叉
ベ
リ
オ

司
自
由
一
F
5
2
は
雨
唐
書
吐
蕃
停
の
悌
課

Z
u
g
-
S
E
n
-
oロロ
O
内田ロ

、同，
F
o
r
-
ν
R
Y
呂
田
H

の
各
末
に
、
こ
の
道
程
の
謬
を
附
し
て
い
る
が
、

こ
れ
亦
地
名
の
比
定
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
日
本
で
は
足
立
喜
六
氏
が

「
唐
代
の
泥
波
羅
道
」
支
那
例
数
史
皐
第
三
谷
第
一
貌
(
一
九
三
九
年
〉

の
中
に
こ
の
文
を
引
用
し
、
地
名
比
定
を
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い

る
が
、
ル
l
ト
は
り
チ
ュ
河
田
『
ユ

nrロ
を
横
断
し
て
南
下
し
、
四
川

か
ら
の
ル
l
ト
に
合
し
て
、
そ
れ
よ
り
西
進
し
た
と
し
て
い
る
。
従
っ
て

地
名
の
比
定
は
、
殆
ど
す
べ
て
が
誤
っ
て
お
り
、
全
く
信
用
で
き
な
い
。

ま
た
松
田
寄
男
氏
は
選
使
考
の
中
で
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
嘗
時
の
少
数
民

族
の
位
置
設
定
を
行
い
、
そ
の
材
料
に
こ
の
地
理
志
の
文
を
利
用
し
て
い

る
〈
遼
使
考
上
六
五
頁
)
。
そ
の
ラ
サ
へ
の
道
い
わ
ゆ
る
入
吐
蕃
道
は
、

早
ツ
ク
師
明
良
宮
『
河
北
町
M
E
5
の
按
程
、
ツ
ァ
イ
ダ
ム
|
ブ
ル
ハ
ン
プ

ダ
山
l
黄
河
源
1

パ
ヤ
ン
カ
ラ
山
|
ム
ル
イ
ウ
ス
河
に
一
致
す
る
と
し
て

い
る
(
前
掲
論
文
六
七
頁
〉
。
し
か
し
こ
れ
は
私
の
考
え
る
ル
1
ト
よ
り

は
西
に
寄
り
過
ぎ
て
い
て
、
別
の
ル
l
ト
で
あ
る
。

②
別
稿
「
唐
代
青
海
東
迭
の
諸
城
に
つ
い
て
L

〈
未
刊
〉
に
お
い
て
詳
説

の
猿
定
で
あ
る
。

③
前
掲
論
文

@
恰
技
庫
園
は

O
ω
E
A
o
g
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
周
氏
は
後
に
恰
詑

庫
園
爾
と
も
書
い
て
い
る
の
で
(
玉
樹
稿
二
七
一
頁
)
、

O
R曲
r
g巳
を

正
し
い
潟
し
と
見
な
す
。
ダ
ス

・
ホ
ル
デ
ィ

ッ
チ
で
は
シ
ャ
ラ
ク
ト

ωE-品
-E
S
と
さ
れ
て
い
る
地
黙
が
こ
れ
に
一
致
す
る
が
、
何
故
こ
れ

を
シ
ャ
ラ
ク
ト
と
呼
ぶ
の
か
は
明
か
で
な
い
。

⑤
ブ
ッ
シ

ェ
ル
は
米
柵
を

君。。

ι
g
官

z
s
p
と
課
し
て
い
る
か
ら
、

木
柵
を
正
し
い
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
う
べ
き
で
あ
る
。

@
冊
府
答
九
六

一
、
一
六
丁
表
に
は
、
可
政
海
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説

明
を
行
っ
て
い
る
。

可
駿
海
と
い
う
の
が
あ
る
。
赤
嶺
か
ら
百
里
あ
り
、
周
圏
は
七
百
里

で
あ
る
。
水
は
苦
く
て
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

即
ち
こ
こ
で
は
可
政
海
は
湖
で
あ
り
、
し
か
も
か
な
り
な
大
さ
で
あ
る
。

周
氏
の
ル
l
ト
に
従
い
、
赤
嶺
か
ら
一

O
O里
の
所
を
見
る
と
巴
顔
津
爾

八
回
ミ

g
E苫
『
が
あ
り
、
そ
こ
は
一
大
原
で
、
細
草
が
あ
り
、
紹
好

の
牧
場
で
あ
る
と
言
う
(
玉
樹
稿
二
七
九
頁
)
。
と
す
れ
ば

苦
抜
海
は
バ

ヤ
ン
ノ
l
ル
と
す
る
の
が
適
笛
な
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
赤
嶺
か
ら
一

O
O里
で
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れ
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。
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r・仙
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仮
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r
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⑬
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近
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司
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は
考
え
な
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。
ま
た
冊

府
容
九
八
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に
、
八
二
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年
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蕃
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は
劉
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が
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宿
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し
た
」
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い
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。
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潟
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⑬
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∞
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。
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近
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史
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The Route from Koko nor to Lhasa in the ＴａｎｇPeriod

HiｓａｓhiSatｏ

　　

The route from Shan-cheng 都城county (Xining西寧）tｏ the Tibetan

capitalat Lhasa is recorded in the geographical monograph of the ｘ加

Ｔａｎｇｓhｕ新唐書（ch. 40), under the heading for Shan･cheng county,

Shan-zhou都州.

　

As thisitinerary was of considerable importance as the

link between　Tang China　and Tibet it has in the past received ａ good

deal of scholarly attention, but existing studieshave　not been successful.

The author here attempts to　reconstruct　and map the Tang route, and

finds that　the　route　was (1) halfway identical with the　Qing ｏ伍cial

route, and half quite di琵erent,(2) totallydistinctfrom the caravan　route

of the nineteenth and twentieth centuries which crossed the southern rim

of Tsaidam, and yet（3）the shortest route between Xining and Lhasa

that could have been used during the Tang period.
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